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研究 の 背景 と目的

建築を考える上で ､ 外壁 の重要性は建物の 印象を規定するだけで なく ､ 内部環境をも決定 づけ

る とい う意味で ますます大きくな っ て きて い る ｡ 単純に外 と内とを遮断する もの として発展 して

きた従来の外壁 に対して ､ 近年要請され つ つ ある新しい外壁は内外を遮断しつ つ も空気や光に関

しては外と内の 間の適度なや り とり を可能にする もの だといえ る｡ こ の 相反する 2 つ の機能を同

時に満たす高度な制御機構を有する 新しい外壁 こそ ,
これか らの持続可能な建築の鍵を握る こと

は明らかだが , 残念なが ら 一 部の 先進事例を除い て はそ の方向性が示され て い る とはい えない o

そ の た め､ 今後､ そ の ような新 しい外壁 を可能とする 工学的手法 ､ 設計手法､ お よび ､ それ らに

対 応で きる エ ン ジニ アリン グ組織に も大きな変化が予想され る ｡ 内外の先行事例を通 じて ､ それ

らの 変容過程は ある程度察知する こ とはで きる もの の ､ より的確に把握する必要が ある とい える ｡

本研究は ､ それらを見極め比較検討する こ とに よ っ て ､ 次代の 外壁 に対する エ ン ジニ アリン グ

の 方向性､
つ まり､ それ らを実額する 工 学的手法 ､ 組織の あり方を提案する こ とを目的とする o

また ､
こ の研究の 目的は ､ 以下の 二 次目的に展開され る ｡

① 外壁 におけ る部位概念と エ ン ジニ アリ ン グの 変化 に よ る ビルディ ングス キ ン という新たな

部位概念の提唱

② 先進事例 の事例分析に基 づく エ ン ジニ ア リ ン グの 明確化

③ ビルディ ングス キ ン にお ける エ ン ジニ アリ ン グの あり方の 提案

④ ビルディ ングス キ ン普及 に 向けての 提言



ガラス建材の 開発と建築 へ の適用

日本の ガラス 業界は ､ 常に海外の影響を強く受けて お り ､
こ の 2 0 年間で ､

1 9 8 0 年代は アメ

リカ ,
1 9 9 0 年代は ヨ ー

ロ ッ パか ら
.
とそ の対象を移 して い っ た o そ の 際に ヨ ー

ロ ッ パ から持ち込

まれた ､
｢ 当光不透視｣ , ｢ 透明建築｣ というキ ー

ワ
ー

ドとともに ､ 光は通 すが視線を通 さない ガ

ラス ブロ ッ ク､ ガ ラス の 存在感をな くす ことを意図 して 使われ る ことの 多い 高透過ガ ラス ､ 支持

部材の 存在感を なくす ことを意図して使われ る こ との 多い 強化ガ ラス が ､ ガ ラス 建材として よく

使われ る ようにな っ て きて い る｡ これ らのガラス 建材は ビルディ ングス キ ン に欠 くこ との で きな

い もの で あり ､ ビル ディ ン グス キ ン の発展を促したガ ラス 建材 として 位置付ける こ ともで きる
｡

これ らのガ ラス 建材の 素材 として の 開発経緯､ 建築 へ の適用 につ い て
､ 以下 の特徴を明らか に し

た ｡

① ガ ラス ブロ ッ クは ､ ガラス レンガ を 2 つ合わせ る こ とによ っ てガ ラス の 欠点とされ て い た断

熱性 ､ 遮音性等の性能を向上させ た建材で あ る ｡ そ の性能の高さは現在隆盛を極めるガ ラス

建築の環境配慮 とという方向性を早 くか ら示唆 して い た と言え る D また ､ 鉄や コ ン クリ ー

ト

との相性の 良さから ､ 近代以降 ､ さまざ まな建築家にそ の 時代を特徴 づける ガ ラス 建築で使

われて きて おり ､ ビルディ ングス キ ン にと っ て 欠 く こ との で きない ガ ラス 建材とい える ｡

② 強化ガラス は ､ ガ ラ ス 自体で荷重を負担する こ とが で き､ それ に より ､ さまざ まな構造的使

用方法が試みられ ､ ビルディ ングス キ ンの 登場を促す新た なガ ラ ス支持方法が開発され て き

た｡

③ 高透過ガ ラス は ､ それ まで見過 ごされ て きたガ ラス の持 つ わずかな色に つ い て も設計者に認

識させ る こ ととな っ た D また ､ そ の 透明感はガ ラス 建築隆盛の シ ンボル的な建物に使用され

た こ とに より実証 され ､ セ ラ ミ ッ クプリン トの 登場 とともに 世界的に広 ま っ て い っ た
｡

ビ ルデ ィ ングス キ ンという部位概念

部位概念の構成要素と部位概念の変化を及ぼす要因を明らか にする ことに よ っ て ､ 部位概念と

エ ン ジニ アリ ングの 関係が 明らかにな っ た o

① 部位概念の構成要素として ､ 機能､ 性能､ 材料 ､ 構法 ､ 生産の 5 つ を挙をデられ ､ 部位概念の

変化 に は ､ 促進要因 として これ らの 5 つ の構成要素が密接に関係して い る D

② 部位概念とエ ン ジ ニ アリ ングの対象は - 鼓 して お り ､ そ の ことが効率 の 良い エ ン ジ ニ ア リ ン

グを可能に して きたが ､ 部位 をまたがる ような エ ン ジニ ア リ ングが要求された ときには ､ サ

ブシス テ ムの集積に慣れた設計者では対処が難 しくな る o

③ 現在の 外壁は ､ 機能､ 材料, 構法が変容 して い る の で ､ そ の 部位概念 も変容しつ つ ある o ま

た ､ それ に伴い ､
エ ン ジ ニ アリ ングも変容 して い るo

そ のた め､ 外壁 という部位はち ょ う ど部位概念の変容 を促されて い る 時期にある と言える ｡ も

ち ろん ､ 従来の外壁 という部位概念で捉える こ とも可能 で はある ｡ 可能では あるが ､ 部位概念も

変容しつ つ あ り､ それ に伴い エ ン ジ ニ ア リ ングも変容 して い る 現状 を考慮す る と､ これらの部位

は新しい部位概念で把捉 した方が効率よく エ ン ジ ニ アリ ングが可能で ある ｡ そ こで ､ ビルディ ン

グス キ ン とい う ､ 新たな部位概念を提案する ｡



先進事例における エ ン ジニ アリ ング

ビルディ ングス キ ン を有する事例 はすで にい く つ か建設され てお り､ これか らの持続可能な建

築の ある べ き姿を示 して い る o それらの 先進事例の分析を通 して ､ ビルディ ン グス キン に おける

エ ンジ ニ ア リン グの実体が明らか にな っ た ｡

① エ ン ジ ニ ア リ ングを担う組織として は ､ 内部に意匠設計者､ 構造設計者, 設備設計者 卜 技術

研究所､ 施工部門を有するゼネコ ン にお い て は ､ そ の 総合力を駆使して エ ン ジニ ア リングを

行う こ とにより ビルディ ン グス キン を実額する こ とがで き る
｡

② 社内に適切な人材が い ない場合で も､ 社外の優秀な人材とチ ー

ム を編成する こ とにより､ ビ

ルディ ングス キ ン を実現する こ とが で きる ｡

③ ビルディ ングス キ ンの エ ン ジニ アリ ングで は ､
い く つ もの 専門嶺域 にまたが っ た発想や見方

重要にな る の で ､
エ ン ジ ニ ア リン グを担う個人 のス キル として は ､ 複数の 嶺域を専門 とする

エ ン ジ ニ アやそ れら を統合する ことの で きる 設計者が ビルディ ングス キ ン を実現する こ と

がで き る ｡

エ ン ジ ニ ア リングの あり方

ビルディ ン グス キ ンに おけ る エ ン ジニ ア リ ン グに お い て は､ 設計の初期段階から ､
コ ン ピ ュ ー

タ を用 いた温熱環境解析 ､ 気流解析､ 光環境解析とい っ たシ ミ ュ レ ー シ ョ ン を用 いた設計案の検

討が行われ る ように な っ て きて おり ､ より早 い段階から の協同が重要に な っ て きて い る ｡

そ の ため ､ 設 計の チ ー ム 作 りが特に重要 であ る が ､ 優秀な エ ン ジ ニ ア はゼネ コ ンの 技術研究所

やサ ブコ ンに所属 して い る ことが多く､ そ の 所属の 性格上 ､ そ のチ
ー

ム に参加す る の が難 しい場

合が多い ｡ しか し､ 今後の 可能性として い くつ か の 方向性が見えて お り , それ を以下 に まとめる ｡

① ゼ ネコ ンの 総合力を活 か した設計 ･ 施工 一 貫 に よる エ ン ジニ ア リ ン グ

② 構造 ･ 設備 ･ ビルディ ン グス キ ンも担う こ との で きる 総合エ ン ジニ ア リ ン グ事務所に よる エ

ン ジニ アリ ング

③ サブコ ン の中に は ､ 空調設慮やサ ッ シの 製作や 取付まで行う こ との で きる もの も出て きてお

り ､ そ の ような総合力 を活か した エ ン ジニ アリ ン グを行っ て い る ｡ これは ビルディ ン グス キ

ンが 1 つ の サブシ ス テム として成立 しつ つ あ る こ とを示 してい る と言 える ｡ また ､
こ の よう

なサブコ ン が次々 と登場して くれば ､ ゼネ コ ンの 総合力を活か した設計 ･ 施工 一 貫に よる エ

ン ジ ニ アリン グとは異な っ た ､ 日本独自の エ ン ジ ニ ア リン グ形 態が形成 され る だろ う ｡

ビルデ ィ ングスキ ン普及 に向けて の提言

① ビルディ ングス キ ン の設計に対しては ､ そ の 対価を正当 に支払う必要が ある ｡ 設計の初期段

階から関わ っ て い るサブコ ン の場合で , 設計に参加した報酬を工 事費と 一 括にして い る場合

だと ､ 施工が他のサ ブコ ン にな っ た場合に設計の対する 報酬が受け取れな くなる ｡ た とえサ

ブコ ン とい えども , 設計料に対 して契約 をきちん と締結す べ きで ある ｡

② 正 当な報酬 が ､ ビルディ ングス キ ンが 1 つ の 業 として成り立 つ道筋を開い て くれ る し､ そ の

報酬 に よ り人材も教育 され ､ 発展して い く こ ととな る ｡



③ これ まで の 日本の技術力や ､ 現代建築の発展に携わ っ て きた人たちの 能力を持 っ て すれば､

ビルディ ングス キ ンは可能で ある o それ には ､ 場合に応 じて ､ 適切なチ ー

ム編成を組む必要

が あり ､ 個人 の所属が足柳にならな い ような組織が必 要セあ り, 施工部門か ら独立した エ ン

ジニ アリン グ事務所が望 ましい ｡

④ サブコ ンの 中に は , 空調設備やサ ッ シ の製作や取付まで行う ことの で きる もの も出て きて お

り ､ そ の よう な総合力を活か した エ ン ジニ ア リン グを行 っ てい る ｡ これ は ビルディ ングス キ

ンが 1 つ のサ ブシ ス テム として成立しつ つ あ る こ とを示 して い る と言える ｡ また ､ こ の よう

なサ ブコ ンが次々 と登場して くれば､ ゼネ コ ン の 総合力を活 か した設計 ･ 施工 一

貫によ る エ

ン ジニ アリ ングとは異な っ た ､ 日本独自の エ ン ジニ アリン グ形態が形成され るだろう ｡




